
入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285
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中央公民館
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七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
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「もやもやからの脱出」
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1 オトナ女子の
　おうちセルフケア

パイインターナショナル／編集

２ 君たちに贈る 明日への
　勇気が湧いてくる
　広告コピー

　悩んだり、迷ったりしている
人におすすめ。言葉の力を感
じる1冊です。

　怒られて家出したぼく。見
上げると目の前には「どこか」
行きのバスが止まった。

長
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／著

３ 空の絵本

　不安やストレスを抱える人
が多いこの時代。自分でケア
する方法を紹介します。

　空の表情が段々変わってい
くのが色彩豊かに描かれてい
ます。

図 書 館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332 キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日
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4 �どこかいきのバス

公 民 館

撮影：菊池広報（令和4年3月）

今月のおすすめ本

イベント情報

公 民 館

　公民館は「つどう・つなげる・つづける・つかう ～まちづ
くり交流の場～」をテーマに掲げて活動しています。

【 つ ど う 】

【つなげる】
【つづける】
 

【 つ か う 】

～４つの「つ」～
誰もが気軽に立ち寄って集まることで、新た
な発見を生む。
人と情報・学び・まちをつなげ、交流を生み出す。
�ふるさとの歴史や文化を次世代に伝え、菊池
の未来を創造する。
�学び、学んだことを活用し、地域課題の解決
や地域づくりを進める。

↑詳しくは
 こちらから

　公民館にはさまざまな部屋があります。サークル活動
や会議など、用途に合わせて利用してください。

借りる方法
1 予約ウェブサイト「菊池市公共施設予約システム」で部
屋の空き状況を確認。2 利用したい日時で仮予約をする

（団体登録時にID が発行されています）。3 仮予約した
日を含めて7日以内に公民館の窓口で申請書の記入と利
用料の支払いをする。4 当日、利用する。
※�インターネットが利用できない場合は電話で申

し込みできます（平日午前８時30分～午後５時）
※�初めて利用する人や前回利用したのが令和２年

8月以前の人は、団体登録が必要です ↑予約は
 こちらから

「展示スペース」を利用しませんか
　利用者が学習成果を発表する場として
ギャラリーおよび廊下を展示スペースと
して、公民館を利用できる団体に無料で
貸し出しています。

　公民館は市民の「学び」と「活動」を応援しています。新
たなことにチャレンジしたいと思っている人は、近くの公
民館へ気軽にお尋ねください。

主催講座を受講したい
1 広報きくち4月号・9月号と一緒に配布しているチラシ
をチェック。2 希望の講座に申し込む。3 講座に参加す
る。※定員に満たない講座は随時受け付けています

世界を知ろう ～ミャンマーってどんな国？～

　図書館の多文化共生イベント「世界を知ろう」シリーズ。
ミャンマーについて、イデアITカレッジ 阿蘇の鈴

すず
木
き

俊
とし

郎
ろう

副校長に話を聞きます。皆さんのご参加をお待ちしてい
ます。　　　

と　き　5月28日㈯ 午後２時～4時
ところ　中央図書館ステップ
※各イベントの詳細はHPやフェイスブックでもお知らせ
　しています
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